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２００１年度第１四半期連結決算（米国基準）

2001年度

（単位：億円） 第１四半期 上  期 達成率 通  期 達成率

売 上 高 32,659 67,000 48.7% 142,000 23.0% 

売 上 総 利 益 1,430 3,000 47.7% 6,500 22.0% 

販売費及び一般管理費  ▲1,288 ／  ▲5,500 23.4% 

貸 倒 引 当 金繰 入額  ▲54 ／  ▲150 ／ 

営 業 利 益 88 250 35.3% 850 10.4% 

利息（受取利息差引後）  ▲37 ／  ▲200 18.6% 

受 取 配 当 金 185 ／ 250 74.0% 

有 価 証 券 損 益 162 ／ ／ 

固 定 資 産 損 益  ▲90 ／ ／ 

そ の 他 の 損 益 27 ／ ／ 

税 引 前 利 益 335 400 83.9% 1,100 30.5% 

法 人 税 等  ▲123 ／  ▲500 ／ 

少 数 株 主 持 分 - ／  ▲50 ／ 

持分法による投資損益 75 ／ 250 29.8% 

当 期 純 利 益 287 300 95.6% 800 35.9% 

2001年
6月末 増減

総 資 産 82,051 80,672 1,379 

株 主 資 本 10,355 9,694 661 

有 利 子 負 債 43,601 42,152 1,449 
（有利子負債倍率） (4.2倍) (4.3倍) (▲0.1倍)

（参  考）

200 

2001年度業績見通し(2000年度決算公表時）

･ 総資産は投資や固定資産の増加に
  により1,379億円増加。
･ 株主資本は、当期純利益287億円や
  円安による為替換算調整勘定の改善
  等により、661億円増加｡
･ 有利子負債は事業投資の増加を
  背景に、親会社を中心に1,449億円
  増加。但し、有利子負債倍率は低下。

主な特徴

2001年3月末

【売上総利益】
・ｴﾈﾙｷﾞｰ事業が堅調なほか、機械が
  順調に推移。
・一方、内外景気の低迷や季節要因
  により、金属や生活産業は達成率
  が低くなっている。
・金属、機械や生活産業などは、第２
  四半期以降の積み上がりを見込ん
  でいる。

【販売費及び一般管理費】
・ほぼ期初の見通し通りに推移。

【貸倒引当金繰入額】
・償却制度の見直しにより、引当率
  の引き上げや、償却対象の拡大
  を行った。

【受取配当金】
・引き続き資源関連が好調。

【有価証券損益】
・昨年PIRI株式と交換で取得した
  SDL株式の内、米国子会社で保有
  継続していたものを売却。
  また海外金融子会社における投資
  の運用益を計上。

【固定資産損益】
・国内外の事業用不動産について、
  採算性を保守的に見直し、減損
  を認識。

【持分法投資損益】
・資源関連の持分法会社が好調｡

主な特徴

損益の状況

２００１年 ８月 ９日
三菱商事株式会社

資産と負債の状況

【主要指標推移】                   期初時点の
                    第1四半期      通期見通し     増  減
   油価（USD/BBL）      24.9          22.0         2.9 (  13.2%の上昇)
   為替（YEN/USD）     122.7        120.00         2.7 (   2.3%の円安)
   金利（%)TIBOR        0.09          0.20      ▲0.11 (▲55.0%の低下)
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